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#1029                                                                                                                                     04.12.2022 (133) 

私の体験談 

アングラ 

1970年代のドイツで 
  

ゲルハルト・ラウク著 
  

前号から続く 
    

   初めての国家有償休暇の初日。  高級ホテルのスタッフの一人が、私に

タバコを吸うかと聞いてきた。  私は「いいえ」と答えた。  彼はにっ

こり笑って、「ハシシも吸わないのか」と言う。  私は首を横に振っ

た。 

  別のスタッフが私を個室まで案内してくれる。  彼は驚いたようで、こ

う尋ねた。"なぜあなたがここにいるのですか？"   

   私がヒントを出すと、彼は叫ぶ。"ああ、2万枚の卍固めのステッカー

か!  新聞で読んだよ。" 

   すぐにスタッフ全員が私の有名人ぶりを知ることになる。   

   私は "Herr Lauck "と呼ばれています。 

   個室には、他の棟のスタッフが訪ねてくる。   

   その後、私の部屋にはアルゼンチンの同志から送られた小さな鉤十字の
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旗が飾られた。 

   滞在中、私はドイツ語でNSDAP/AOについての短い小冊子を書きまし

た。 

   数カ月後、私は別の高級ホテルに異動になった。  ここのスタッフはあ

まり同情的でない。  私のアルゼンチン鉤十字の旗まで没収された。  

(帰るときに返してもらうが）。 

   このホテルでは、コミュ二ケーションアワーを提供しています。  宿泊

客は全員、テレビのある広い部屋に招かれる。   

   郵便物が配られたとき、他の客がスタッフに、なぜ私がすべての郵便物

を受け取ったのかと尋ねた。  スタッフは、「私はすべての郵便物を受

け取ったわけではありません。  私は、私の郵便物だけを受け取りまし

た。  (私は他の人たちを合わせたより多くの郵便物を受け取りまし

た）。  

  ある日、他のテーブルのカードプレイヤーの一人が私を見つめて尋ね

た。"モルド？" (殺人？) 

   私は笑顔で首を横に振ります。    

   4ヵ月半の休暇が終わる。   

   しかし、その前に政治的な裁判がある。   

   ある時、私は裁判所の2階の部屋に一人取り残された。  開いている窓

から外に出たい衝動に駆られるが、そうしない。  

   裁判では、弁護士が私のことを「アメリカに生まれたとはいえ、文明的

な中央ヨーロッパ人だ」と表現しています。 

   裁判官がヒトラーユーゲントの賛美歌を口ずさむと、判決は甘くなると

思う。   

   数日後、私はホテルの中庭を歩いていた。  聞き覚えのある声が私の名

前を呼ぶ。  同志だ。  工事をしているのだ。  脱出の機会を与えてく

れたことに感謝する。  でも、どうせすぐ帰るんだから......」。 

   ネブラスカに帰ってきて、初めて花粉症になった。 

   治療法：ウイスキー！？ 
  

   地下の独房を訪ねると、特定の人を知っているかと聞かれることがあ

る。  と聞かれることがある。   

   すでにお互いを知り、信頼している人たちであれば、一緒に仕事をする

かどうか、自分たちで決めることができます。   

   いずれにせよ、セルシステムのセキュリティ対策に違反することはあり
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ません。  

   相手に対して「注意」されることもあります。 

   時々、BOTHの人が相手に対して警告してくれるんだ! 

   これは単なる性格の不一致だと考えています。 

   時々冗談で、「みんなが集まったら、きっと殺し合いになっちゃう
よ！」と言うことがあります。 
  

   一緒に酔っ払ってからでないと、誰も信用しない仲間もいる。   

   他の仲間は、酒を飲みすぎるやつは信用しない。   

   初期のころは、同志との初対面でこのことを考慮しなければならない。   

   後にこれは不要になります。 

   とにかく、おいしいドイツのビールとワインをたくさん楽しんでいます

よ。 
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メディア抜粋 
  

友人からの賞賛は、私たちの励みとなります。  しかし、敵からの評価
は、私たちの有効性をより説得力のある形で証明してくれます。  それ

は確かに誠意あるものですが、私たちに有利な方向に偏っているわけで

はありません。  だから、より説得力があるのだ。 
   

   "何を考えるべきか - 発生した場所で犯罪とならない犯罪にドイツ法

学は管轄権を持つか"- フランクフルター・アルゲマイナー・ツァイトゥ

ング』1996年8月24日号 

  

   「あらゆる政党の政治家がこの判決を歓迎した。  マンフレート・カ

ンサー内務大臣は、国際的なネオナチの首謀者の一人であり、悪質な人

種差別出版物の最大の販売者の有罪判決は、ドイツの司法による「適切

な反応」であると述べた。- ユダヤ人クロニクル 1996年8月30日号 

  

   "38件のうち6件しか基づいていないため、量刑は高いと判断せざるを

得ない...。 

   "証人 "は不要と判断された。  検察は、ドイツ国内のNSDAP/AOの構

造を明らかにするつもりはなかった。その代わりに、ラックは単独犯と

して、また最も危険なネオナチとして作り上げられ、メディア効果を最

大限に発揮して有罪にされたのである。 

   "国家の計算 "は完全に成功した。  ラオックは世界で唯一危険で組織

化されたネオナチとして有罪判決を受けた。  それは国内外でのイメー

ジアップにつながり、NSDAP/AOに対する行動は、あたかも唯一の支配

者とされる者の投獄ですべてが解決したかのように、余計なお世話に

なったようだ。  裁判の間、誰もNS Kampfrufがどういうわけか配布され

たことに気づかないようであった。- 1996年9月5日付『反ファシスト主義
者新聞』（Antifaschistische Nachrichten 

  

   連邦共和国において、彼はNSの資材の最大の供給者であり、20年以上

にわたる彼の安定した資材の供給は、1970年代以降に出現した戦闘的な

若いNS世代に継続性をもたらした...」と。 
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   NSDAP/AOは厳密な組織構造を持っていないので、当局が把握するの

は難しい...」と。 

   "一方、リンカーンの仲間は彼のために仕事を処理する。  20年以上に

わたる連邦共和国の寛容のおかげで、ドイツのネオナチシーンは新しい

供給ラインを開発するのに十分な強さを持っている。 

   "ここで現場を苦しめるのは、犯罪組織設立の罪で追加起訴されること

だろう"- 反ファシズムのINFOブラット』1996年9-10月号 
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